

















































                                                  
1  宮部みゆき「本と本の日々」『大衆文学研究』第99巻第3号（1992年12月）、pp.37 
2  宮部みゆき「かまいたち」『歴史読本』第33巻第7号（1988年4月）、pp.234－276（注釈に示している作品の書誌情報はすべて初出情
報になっている。） 
3  宮部みゆき『本所深川ふしぎ草紙』新人物往来社、1991年 
4  宮部みゆき『かまいたち』新人物往来者、1992年 
5  宮部みゆき『震える岩：霊験お初捕物控』新人物往来社、1993年 




8  宮部みゆき、長谷部史親「インタビュ  ー 創作の秘密」『小説新潮』第47巻第7号（1993年7月）、pp.62―68 














































                                                  
10  宮部みゆき「いかがわしくも愛おしい町、深川」『小説新潮』第47巻第2号（1993年2月）、pp.405-407 
11  川本三郎「ミステリー小説の東京(1)宮部みゆきと下町風景」『東京人』第14巻第5号（1999年5月）、pp.110－115 













































                                                  
13  宮部みゆき「迷い鳩」『別冊歴史読本 特別増刊』新人物往来社、1991年 
14  池上冬樹「解説」『本所深川ふしぎ草紙』新潮文庫、1995年、pp.257-266 
15  山田家の人形焼き http://yamada8.com/product.php（参照：2018年7月22日） 
16  実際、「半七捕物帳」シリーズの第一回「お文の魂」には、綺堂は自ら半七を「江戸時代に於る隠れたるシャアロック・ホームズであっ











































                                                  
17  岡本綺堂「寄席と芝居 一 高坐の牡丹燈籠」『随筆 思ひ出草』相模書房、1937年、pp.217−224 
18  初演：1911年5月、東京明治座 
19  初演：1916年2月、東京本郷座 
20  横山泰子「第三章 怪談を「読む」「聴く」「見る」」『綺堂は語る、半七が走る 異界都市 江戸東京』教育出版社、2002年、pp.76-111 
21  同注６ 
22  谷原章介、宮部みゆき「出張版 谷原章介の「あの作家に会いたい」(第二回)」『早稲田文学』第1５号（2016年5月）、pp.154-161 














































                                                  
24  宮部みゆき『初ものがたり』PHP研究所、1997年 














































                                                  
26  横山泰子「第四章 半七親分、怪異を語る」『綺堂は語る、半七が走る 異界都市 江戸東京』教育出版社、2002年、pp.139-140 














































                                                  
28  縄田一男、宮部みゆき「ぶらっと、大江戸二人散歩」『大江戸切絵ぶらり切絵図散歩』PHP研究所、1995年 
29  宮部みゆき、末國善巳「翻訳調の文体で江戸ものを書いた岡本綺堂に近づきたい」『文蔵』第89巻（2013年3月）、pp.36−41 
58
8 
 
話を通じて江戸の風情を後世に伝えている。その「聴覚型」といえる綺堂の怪談の構造は、宮部の初期作品に継承されてい
る。ストーリーの中で細かく描かれている音を媒介として用い、読者は耳の感覚を通してストーリーを理解する。さらに、
語りの音声と聞くことをより強調し、語り手が直接に読者に話しかけるような作品もある。そのほか、半七と『本所深川ふ
しぎ草紙』に登場する茂七に見られる人物設定の類似点と、綺堂の「奥女中」と宮部の「消えず行灯」に描かれている共通
のモチーフから、宮部の作品における綺堂の影響の大きさが読み取れる。 
宮部は一方、綺堂の伝統的な怪談文学を継承しながら、現代人の感性で、怪談の描き方をさらに発展させたと考えられる。
少年少女という中間的な存在の目を通じて、不確かな怪異にも合理性を与え、実の存在として描き出した。同時に、成長し
ていく少年少女たちを主体にすることによって、怪談を主体の体験に転化する。これは、江戸の怪談をノスタルジックには
しない、現代人ならではの試みといえる。これは宮部の初期の短編集だけではなく、その後の時代小説にも綺堂の影響が反
映されていると思われる。それらの作品についての分析は今後の研究課題としたい。 
